
York University 
AS/JP1000 6.0  Supplemental Reading 7 
 
Read the following passage and translate it in English and answer the questions. 
 

日本では、し事がおわってから、よく友
ゆう

人や同
どう

りょうとさけを飲
の

んで、食事を

する。また、休けい時間にはちかくのきっさ店
てん

でコーヒーやこうちゃを飲
の

んで話

しをする。そのため、日本には、どこでも、きっさ店、飲み屋、バー、いざか屋、

中かりょうり屋、そば屋、すし屋、いろいろな高
こう

きゅうレストランなどがたくさ

んある。スナック・バーやディスコなどは一晩中あいている。 

さいきんは、二十四時間えいぎょうのコンビニ店がきんじょにあるのでひじょ

うにべんりである。スーパーでもコンビニでもいろいろなできあいのそうざいを

うっているから、わかい人たちはあまりりょうりをしない。むかしはできあいの

りょうりはしゅるいもすくなく、あまりおいしくなかったが、今はしゅるいもほ

うふで、かなりおいしくなっている。わがやに｢かていのあじ｣とか「おふくろの

あじ」がなくなって、とくに男せいにはそういう店がひじょうに人気
き

がある。 

また、じどうはんばいきが日本中にあって、二十四時間ほとんど何でも手
て

に入
はい

る。駅では、いろいろなおべんとう｢駅弁
べん

｣やおかしやちほうのとくさんひんをう

っている。それが日本でのりょこうのたのしみの一つである。高そくどうろの休

けい所
じょ

にも同じようにおみやげやいろいろなしなものがそろっている。 



その外
ほか

に、日本には｢出前
で ま え

｣のサービスがあって、一人前ではむりだが、それ以
い

上なら、ほくべいのピザのはいたつのようにいろいろなりょうりをうちまで持っ

て来てくれる。これは、とくにびょう人やお年よりにはひじょうにべんりである。 

 [ごい Vocabulary] 

同りょう  coworker, colleague 

休けい時間  break 

ちかく(の)             nearby 

そのため  because of that 

飲み屋  pub 

いざか屋  Japanese-style pub 

中かりょうり屋 Chinese restaurant 

そば屋  noodle restaurant 

すし屋  sushi restaurant 

高きゅう(な)  high class 

スナック・バー pub, bar (different from a snack) 

ディスコ  disco, discotheque 

一晩中  all night long 

あく   open 

二十四時間えいぎょう open for 24 hours 

コンビニ店  convenience store 

きんじょ  neighbourhood 

べんり(な)  convenient 

できあい(の)  ready-made 

(お)そうざい  dish, side dish 

うる   sell 

しゅるい  kind, sort 



ほうふ(な)  rich, abundant 

わがや  my home 

かていのあじ taste of home cooking 

おふくろのあじ taste of mother’s cooking 

男せい  male 

じどうはんばいき    vending machine 

(お)べんとう  (box) lunch 

駅弁   box lunch soled at a railroad station 

おかし  sweets 

ちほう  local area 

とくさんひん special local product 

りょこう(する) trip, travel 

たのしみ  pleasure, fun, amusement 

高そくどうろ freeway 

休けい所  rest area 

しなもの  goods 

そろう  be available 

出前   home delivery 

むり(な)  not possible 

～以上  more than ~ 
 
なら   if 

ほくべい  North America 

はいたつ(する) delivery(deliver) 

～てくれる  do a favour of ~ 

びょう人  sick person 

(お)年より  elderly person 

 



[かだい assignment] 

Please translate the whole passage into English. 
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